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副町長 教育委員会委員
河内洋二さん 宮本健吾さん

　

9
月
30
日
か
ら
10
月
11
日
ま
で
の
12
日
間

の
会
期
で
、「
平
成
25
年
第
5
回
和
木
町
議

会
定
例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
5
件
、
同

意
２
件
、
認
定
1
件
、
議
案
7
件
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
た
。

　

始
め
に
、
8
月
25
日
の
和
木
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
灰
岡
議
員
か
ら
「
町

民
の
た
め
精
い
っ
ぱ
い
の
努
力
を
す
る
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
9
月
19
日
に
就
任
し
た
米
本
町

長
が
次
の
4
つ
の
柱
を
軸
に
町
政
に
取
り
組

む
と
所
信
表
明
演
説
を
行
っ
た
。

①
町
ぐ
る
み
子
育
て
支
援
の
強
化

②
教
育
機
関
の
連
携
と
充
実

③
町
民
の
健
康
と
体
力
の
向
上

④
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

提
出
議
案
一
覧
表

報
告
第
9
号

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及
び
現
金
出
納

事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
毎
に
毎
月
実

施
し
て
い
る
も
の

報
告
第
10
号

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
が
法
の
規
定
に
基
き
、
和
木
町

の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
事
業

の
管
理
に
つ
い
て
監
査
し
た
報
告

報
告
第
11
号

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

※
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率

（
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
な

ど
）
及
び
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
事
項

を
記
載
し
た
書
類
が
適
正
に
作
成
さ
れ
て

い
る
か
を
監
査
委
員
が
審
査
し
た
報
告

報
告
第
12
号

和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

※
和
木
町
土
地
開
発
公
社
か
ら
平
成
24
年
度

決
算
と
平
成
25
年
度
予
算
に
つ
い
て
の

報
告

報
告
第
13
号

和
木
町
蜂
ケ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

※
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
か
ら

平
成
24
年
度
決
算
、
平
成
24
年
度
公
園
使

用
料
及
び
利
用
者
数
、
平
成
25
年
度
収
支

予
算
書
に
つ
い
て
報
告

同
意
第
１
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
教
育
委
員
会
委
員
の
宮
本
健
吾
さ
ん
の
任

期
が
9
月
末
で
満
了
と
な
っ
た
た
め
引
き

続
い
て
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
任
命
す

る
た
め
の
議
案　
　
【
全
会
一
致
で
認
定
】

同
意
第
２
号

副
町
長
の
任
命
に
つ
い
て

※
副
町
長
の
上
岡
宣
雄
さ
ん
の
任
期
が
9
月

末
で
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
河
内

洋
二
さ
ん
を
副
町
長
と
し
て
任
命
す
る
た

め
の
議
案　
　
　
　
【
全
会
一
致
で
認
定
】

認
定
第
１
号

平
成
24
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
平
成
24
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
、
議
会
の
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
審
議　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
で
認
定
】

議
案
第
40
号

和
木
町
一
般
職
の
職
員
等
の
給
与
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
可
否
同
数
と
な
り
議
長
裁
決
で
可
決
】

議
案
第
41
号

平
成
25
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）　　
　
　

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

議
案
第
42
号

平
成
25
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

議
案
第
43
号

平
成
25
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
44
号

平
成
25
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
45
号

平
成
25
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）【

賛
成
多
数
で
可
決
】

議
案
第
46
号

平
成
25
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

議
案
第
40
号
か
ら
議
案
第
46
号
ま
で
の
要

旨
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

企
画
総
務
課
長　

田
中
雅
彦

（
保
健
福
祉
課
長
）

税
務
課
長　

平
岡
英
二（

議
会
事
務
局
長
）

保
健
福
祉
課
長　

森
本
康
正（

税
務
課
長
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長　

栗
森
直
美

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）

議
会
事
務
局
長　

中
村
充
子

（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

11
月
1
日
付  

人
事
異
動
（
前
職
）
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杉本敏郎さん 横本芳人さん

ま
ち
の
話
題

食
品
衛
生
全
国
大
会
で
受
賞

　

10
月
25
日
、
東
京
・
日
本
橋
浜
町
の
明
治

座
で
食
品
衛
生
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
、
日
本
食
品
衛
生
協
会
長

表
彰
が
行
な
わ
れ
た
。

　

永
年
の
食
品
衛
生
の
功
績
と
努
力
が
認
め

ら
れ
、
和
木
町
か
ら
二
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
和
木
町
の
食
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
尽
力
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

【
食
品
衛
生
功
労
者
の
部
】

　
　

横
本　

芳
人

日
本
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

【
食
品
衛
生
功
労
者
の
部
】

　
　

杉
本　

敏
郎

ま
ち
の
話
題

定
期
的
に
自
転
車
点
検
を

　

9
月
27
日
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中

に
自
転
車
の
無
料
点
検
が
行
わ
れ
た
。

　

和
木
駅
前
で
岩
国
警
察
暑
・
同
交
通
安
全

協
会
・
自
転
車
協
会
の
手
に
よ
り
、
13
名
の

人
の
自
転
車
・
駐
輪
場
の
約
50
台
の
点
検
が

行
わ
れ
た
。
ブ
レ
ー
キ
や
チ
ェ
ー
ン
の
不

調
、
ベ
ル
が
無
い
自
転
車
な
ど
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
も
の
も
あ
り
、「
日
頃
の
点
検
を

欠
か
さ
な
い
よ
う
に
」
と
注
意
を
促
し
た
。

　

今
年
1
月
か
ら
9
月
末
ま
で
に
、
岩
国
警

察
署
管
内
で
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
（
加

害
者
、
被
害
者
と
も
含
む
）
は
66
件
発
生

し
て
い
る
が
、「
整
備
が
万
全
で
あ
れ
ば
、

防
げ
た
は
ず
の
事
故
も
あ
る
」
と
い
う
事

だ
っ
た
。

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会

　

10
月
24
日
、
米
本
正
明
町
政
初
の
行
政

懇
談
会
を
町
長
、
行
政
職
員
、
議
長
、
自

治
会
長
を
会
し
、
文
化
会
館
で
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
町
長
は
、
初
め
て
の
行
政
経
験

で
不
慣
れ
な
面
も
あ
る
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
。
ま
た
、

４
本
の
柱
を
基
本
に
し
た
行
政（
１
Ｐ
参
照
）

に
取
り
組
み
た
い
と
所
信
を
表
明
し
た
。

　

自
治
会
長
か
ら
は
、
災
害
時
の
連
絡
、

伝
達
体
制
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
防
災
行
政
無
線
、
広
報
車
、
ア
イ

キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
に
加
え
、

各
自
治
会
長
に
携
帯
無
線
を
貸
与
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
回
答
。
他
に

も
様
々
な
質
疑
応
答
が
さ
れ
閉
会
し
た
。

ま
ち
の
話
題

古
木
前
町
長
に
感
謝
状

　

10
月
26
日
、
平
成
25
年
自
衛
隊
記
念
日
の

行
事
で
、
古
木
哲
夫
前
町
長
が
小
野
寺
五
典

防
衛
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
受
与
さ
れ
た
。

　

前
町
長
は
、
米
軍
の
Ｍ
Ｖ
ー
22
オ
ス
プ
レ

イ
の
岩
国
基
地
陸
揚
げ
、同
機
の
飛
行
訓
練
、

ま
た
、
戦
闘
機
の
重
な
る
低
空
飛
行
に
よ
る

騒
音
、
振
動
な
ど
、
基
地
の
抱
え
る
危
険
性

や
住
民
に
与
え
る
不
安
な
諸
問
題
を
、
町
民

や
議
会
と
共
に
解
消
す
る
よ
う
努
め
た
。

　

そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
岩
国
基
地

の
部
隊
運
用
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。
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ま
ち
の
話
題

秋
の
町
内
一
斉
清
掃

ま
ち
の
話
題

ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　

10
月
12
日
、
町
内
全
域
で
「
町
内
一
斉
清

掃
」が
行
わ
れ
た
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

清
掃
に
は
多
く
の
住
民
が
参
加
し
、
地
域
の

環
境
美
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
。

　

公
園
や
広
場
、
集
会
所
、
街
路
、
水
路
な

ど
か
ら
集
め
ら
れ
た
雑
草
や
ご
み
、
泥
な
ど

は
2
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
39
台
分
に
も
な
っ
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
和
木
町
の
環
境
美
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

幼
稚
園
運
動
会

　

10
月
6
日
、
和
木
幼
稚
園
（
高
橋
由
美
子

園
長
）
で
運
動
会
を
開
催
し
た
。

　

運
動
会
は
年
長
児
に
よ
る
子
ど
も
太
鼓
で

始
ま
り
、
か
け
っ
こ
や
お
遊
戯
、
親
子
競
技
、

リ
レ
ー
な
ど
様
々
な
種
目
を
行
っ
た
。
応
援

に
来
た
保
護
者
た
ち
が
見
守
る
な
か
、
園
児

た
ち
は
一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
た
。

　

最
後
は
、
親
子
体
操
「
ム
ギ
ュ
ー
大
好

き
！
」。
大
好
き
な
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

と
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
運
動
会
は
終
了

し
た
。

ま
ち
の
話
題

和
木
保
育
所
で
避
難
訓
練

　

10
月
10
日
、
震
度
5
強
の
地
震
発
生
と
い

う
想
定
で
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

地
震
発
生
の
非
常
ベ
ル
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

流
れ
る
と
同
時
に
、
保
育
士
の
誘
導
で
、
児

童
た
ち
は
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
潜
り
込
み
、
揺

れ
が
治
ま
る
の
を
待
っ
た
。

　

揺
れ
が
治
ま
る
と
、
お
散
歩
カ
ー

や
避
難
車
に
乗
り
込
ま
せ
て
も
ら
い

所
庭
に
集
合
。
児
童
全
員
の
無
事
を

所
長
が
確
認
し
た
後
、
予
震
の
可
能

性
が
あ
り
危
険
と
判
断
し
、
中
学
校

へ
の
避
難
を
命
令
し
た
。　
　

　

一
列
に
並
び
、
保
育
士
が
歩
い
て

押
す
車
で
中
学
校
に
避
難
し
た
。
避

難
時
間
は
、
わ
ず
か
6
分
と
迅
速
な

避
難
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
避
難
時
に
は
、
保
育
士
は
、

素
早
く
児
童
全
員
の
く
つ
を
下
駄
箱
か
ら
袋

に
詰
め
、防
災
用
備
品
と
と
も
に
持
ち
出
し
、

避
難
後
の
対
応
に
も
備
え
た
。

　

役
割
分
担
や
連
携
が
十
分
に
で
き
た
訓
練

だ
っ
た
が
、
こ
の
訓
練
の
反
省
点
を
洗
い
出

し
、
更
に
有
効
な
災
害
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

10
月
7
日
、
和
木
町
地
域
振
興
協
会
（
和

木
町
商
工
会
内
）
が
、
特
産
品
開
発
な
ど
の

地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
開
催
し
た
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
の
最
終
審
査
を
行
っ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
町
近
海
で
と
れ
る
甲
イ

カ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
瀬
戸
の
黒
麺
」
と
、

町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
故
郷
の
味
「
も
ぶ

り
」
の
部
門
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
書
類

審
査
を
通
過
し
た
瀬
戸
の
黒
麺
5
品
と
、

も
ぶ
り
4
品
が
審
査
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
最
優
秀
賞
は
11
月
3
日

の
わ
き
あ
い
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表
さ

れ
、
黒
麺
は
数
量
限
定
で
配
ら
れ
る
。

　

レ
シ
ピ
を
広
報
に
挟
ん
で
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
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竹野ハナコさん 大平アサ子さん

ま
ち
の
話
題

保
育
所
運
動
会

　

10
月
23
日
、
和
木
保
育
所
（
川
畑
博
子
所

長
）
で
運
動
会
を
開
催
し
た
。

　

雨
の
為
、
一
部
の
種
目
は
中
止
に
な
っ
た

が
、
ダ
ン
ス
、
障
害
物
競
争
、
か
け
っ
こ
を

児
童
は
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
。

ま
ち
の
話
題

女
性
消
防
隊
善
戦

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

次
の
方
々
が
、満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

町
が
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

10
月
28
日　

大
平
ア
サ
子
さ
ん

10
月
31
日　

竹
野
ハ
ナ
コ
さ
ん

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
17
日
、
横
浜
市
で
第
21
回
全
国
女
性

消
防
操
法
大
会
に
、
和
木
町
消
防
団
女
性
消

防
隊
が
山
口
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

　

大
会
は
各
都
道
府
県
の
代
表
が
タ
イ
ム
、

動
作
の
正
確
さ
、
資
機
材
の
正
し
い
取
り
扱

い
を
審
査
さ
れ
、
総
合
得
点
を
競
う
。

　

和
木
町
消
防
団
は
20
位
と
い
う
成
績
で
全

国
の
壁
は
厚
か
っ
た
。

　

大
会
後
、
班
長
の
中
礒
さ
ん
は
「
今
日
の

経
験
を
今
後
の
活
動
へ
活
か
し
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
取
り
組
み
た
い
」
と
語
っ
て
い

た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
家
族
、
サ
ポ
ー
ト
の

皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
ち
の
話
題

戦
後
68
年
慰
霊
祭

　

10
月
15
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
命
を
落

と
し
た
戦
没
者
96
柱
の
御
霊
が
祀
ら
れ
て
い

る
瀬
田
八
幡
宮
の
忠
魂
碑
で
，
和
木
町
遺
族

会
30
人
（
中
岡
章
夫
会
長
）
と
、
行
政
機
関
、

町
内
企
業
・
団
体
約
20
人
が
戦
没
者
慰
霊
祭

を
行
っ
た
。

　

宮
司
が
祝
詞
を
あ
げ
、
中
岡
会
長
と
来
賓

が
慰
霊
の
言
葉
を
捧
げ
、
玉
串
を
奉
て
ん
し

た
あ
と
、
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
行
い
霊

を
慰
め
た
。

　

戦
争
で
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

の
り
と

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
や
文
字
放
送
に
掲
載
し
た

写
真
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望

の
方（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
）は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（☎

52
ー
2
1
3
6
）
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町税収の推移

　町の財政状況を皆さまに理解していただくため、平成25年９月定例議会で認定された平成24年度の
決算状況（一般会計）についてお知らせします。

平成 24年度決算　～一般会計～

収入 総額　4,995,361千円 支出 総額　4,839,470千円

依存財源  46.4％

自主財源  53.6％

（単位：千円） （単位：千円）

収入

●収入グラフから分かるように、和木町の最大の収入源は町税となっています。しかし、近年は年々減少傾向にあり、今後も
税収の回復を楽観視することはできません。また、平成24年度決算においては、国・県支出金が収入全体の1/5以上を占めて
いますが、これは和木小学校の校舎建替事業に伴い、多額の補助金の交付を受けたことによるものです。

●支出グラフは、町の支出を「性質別」に表したものです。物件費には各種委託料や臨時雇用賃金、補助費等には各団体等へ
の負担金や補助金が含まれています。

　　また、義務的経費とは、人件費、公債費（借金の返済）、扶助費（児童手当や福祉医療費等）といった支出が義務付けられ、
任意に削減できない経費のことをいいます。

　　投資的経費には、和木小学校の校舎建替事業などの大規模な建設事業に使われた経費や、高額な備品の購入費が含まれて
います。

●上のグラフから分かるように、町税収は近年、平成17年度をピークに年々減少してきていることが分かります。特に、
これまで町を支えてきた法人からの税収が大きく落ち込んでおり、昨今の経済情勢からも先行きは不透明で予断を許さ
ない状況です。

0

5

10

15

20

25

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
12

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
11

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
19

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
11

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
10

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
10

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
9

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
16

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
13

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
11

（億円）

支出

義務的経費
29.2％

町税
1,443,905
28.9%

国・県支出金
1,030,205
20.6%

投資的経費
1,424,747
29.4%諸収入等

689,379
13.8%

繰越金
208,643
4.2%

使用料及び手数料
125,207
2.5%

繰入金
210,715
4.2%

人件費
646,866
13.4%

公債費
405,144
8.4%

扶助費
359,208
7.4%

補助費等
278,370
5.8%

操出金
289,582
6.0%

その他
768,277
15.8%

物件費
667,276
13.8%

地方譲与税等
120,976　2.4%

地方債
733,700
14.7%

地方交付税
432,631
8.7%

5



町の預金の推移

町の借金の推移
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※町の預金は基金とよばれています。

※財政調整基金とは
町税の減収や予期しない
災害の発生等による支出
の増加に対応するための
預金

※その他目的基金
・福祉基金
・和木小学校施設整備基金
・健やか安心基金
・地域振興事業助成基金
　　　　　　　　　など

※臨時財政対策債とは
　国から地方自治体に交付
する地方交付税の原資が足
りないため、不足分の一部
を臨時財政対策債として地
方自治体が借り入れる借金。

※町の借金借入額は地方債とよばれ、借金の返済額は公債費とよばれています。

（億円）

（億円）

35.5

10.5

0.5

34.7

9.6

0.5

34.2

8.8

0.5

32.9

8.1

0.4

35.8

7.9

0.4

35.6

7.4

0.3

37.6

6.9

0.3

38.6

6.6

0.3

5.0

1.6

1.3

2.3

1.5

1.3
7.5

1.4

2.2

8.4

1.4

2.2

8.4

1.4

1.2

8.2

1.4

1.5

8.1

1.4

1.7

7.8

1.4

2.3

8.6 11.1

1.4

3.1
1.4

2.4

23年度 24年度15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

22年度15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 24年度23年度

その他特定目的基金

減債基金

財政調整基金

簡易水道会計

公共下水道会計

一般会計

6.4
0.2 5.9

0.2

40.8 44.8

●上のグラフから、平成16年度に財政調整基金が約２億円まで減少し、厳しい財政運営を強いられていたことが分かり
ます。しかし、平成17年度に税収が飛躍的に伸びたため、多額の基金を積み立てることができ、基金残高は大きく回
復しました。

　　平成24年度においては、関ヶ浜の県道拡幅に伴う町営住宅の移転補償金などを基に、財政調整基金に約２億５千７
百万円の積立を行うことができました。一方、和木小学校の校舎建替などの整備事業に活用するため、和木小学校施
設整備基金から約３千３百万円を取り崩しました。

　　平成25年度も和木小学校の整備事業に関連して多額の費用が必要となり、同整備基金の残額全てを活用する予定と
なっています。

●借金残高は、平成10年度の約54億８千万円をピークに年々減少を続け、平成18年度末には約41億円まで減少していま
した。しかし、それ以降のJR和木駅整備事業、和木中学校整備事業、町営緑ヶ丘住宅建設事業や現在実施中の和木小
学校整備事業により、平成24年度末現在で約50億８千万円まで増加してきました。

　　今後は、和木幼稚園整備事業、簡易水道施設及び公共下水道施設の更新等に多額の費用がかかることが予想されま
すが、各種補助金等を有効活用し、なるべく借金に頼らない財政運営を行う必要があります。

　　なお、平成24年度末における一般会計の借金残高約44億８千万円のうち、約18億円３千万円を臨時財政対策債とい
う借金が占めており、この借金の元利償還金については、毎年の普通交付税で措置されています。
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428

　

９
月
25
日
、
第
２
回
社
会
教
育
委
員
会
議
（
沖
道
明
議
長
）

が
開
催
さ
れ
、
町
内
各
社
会
教
育
施
設
の
利
用
状
況
や
事
業

活
動
等
の
報
告
と
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
応
募
作
品
の
審
査
を

行
い
、
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆
標
語
作
品
（
小
学
生
の
部
）

【
最
優
秀
】

・
あ
い
さ
つ
で　

つ
な
げ
る
つ
な
が
る　

人
と
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井　

捺
瑞
（
小
６
）

【
優
　
秀
】

・
あ
い
さ
つ
で　

え
が
お
広
が
る　

ぼ
く
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
祐
二
朗
（
小
４
）

【
入
　
選
】

・
あ
い
さ
つ
は　

自
分
自
身
の　

く
ん
し
ょ
う
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
田　

明
豊
（
小
３
）

・
お
は
よ
う
で　

あ
さ
か
ら
げ
ん
き
に　

　
　
　

い
っ
て
き
ま
す　
　
　

仲
谷　

日
向
（
小
１
）

◆
標
語
作
品
（
中
学
生
・
一
般
の
部
）

【
最
優
秀
】

・
あ
り
が
と
う　

素
直
に
言
え
る　

そ
の
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
瀬　

美
咲
（
中
２
）

【
優
　
秀
】

・
あ
い
さ
つ
で　

み
ん
な
の
心
は　

わ
き
あ
い
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

奈
於
（
中
３
）

【
入
　
選
】

・
咲
か
せ
よ
う　

あ
い
さ
つ
の
花

　
　

広
げ
よ
う　

地
域
の
輪　

守
田　

麻
帆
（
中
２
）

・
あ
い
さ
つ
で　

活
気
あ
ふ
れ
る　

町
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井　
　

翔
（
中
３
）

　10月10日、文化会館において第３回
歴史資料館運営協議会（岡田康彦会長）
が開催されました。
　今回の会議では、９月末に行った研修
視察の結果報告をもとに、歴史資料館の
現状に関する問題点や、改装も視野に入
れた改善策について、様々な意見が出さ
れました。

歴史資料館運営協議会婦人会スポーツのつどい

　9月26日、山口市のきらら浜で
婦人会スポーツのつどいが開か
れ、和木町婦人会（西田敏子会
長）から約20人が参加しました。
全ての競技で上位入賞を果たすな
ど、しっかり身体を動かして充実
した１日となりました。

【最優秀】 宮地隆太さん（中3） 　【入選】 宮本奈於（中３）

　【優秀】 村中瑠璃（小５）

　【入選】 藤本梨沙（小６） 　【入選】 日高恵麻（小６）

【最優秀】 兼本咲良さん（小4）

　【入選】 山本拳士朗（中３）　【優秀】 藤本美優（中２）
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平成25年11月16日（土）
9：30～15：40

みんなできてね♪

大砲のような大型万華鏡を置いています！この機会にぜひ見にきてください！

大砲のような大型万華鏡を置いています！この機会にぜひ見にきてください！

抽選で何が
当るのかな？

★ ☆ プ ロ グ ラ ム ☆ ★

問合せ　図書館（☎54－0222）
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「
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
肺
炎
に
な
る
」
と

い
う
話
は
良
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

風
邪
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
上
気
道

（
鼻
や
の
ど
）
の
炎
症
で
す
が
、
肺
炎
は
肺

の
炎
症
で
す
。

　

本
来
、
呼
吸
に
よ
っ
て
外
か
ら
入
っ
て
き

た
微
生
物
や
ほ
こ
り
を
上
気
道
が
と
ら
え
排

除
し
て
い
る
の
で
、肺
は
無
菌
状
態
で
す
が
、

風
邪
等
で
上
気
道
に
炎
症
が
起
こ
る
と
そ
の

機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
病
原
微
生
物
が
肺

に
進
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
免
疫

力
も
低
下
す
れ
ば
、
病
原
微
生
物
が
繁
殖
し

や
す
い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
う
の
も
原
因

で
す
。

　

肺
炎
は
、
が
ん
、
心
疾
患
に
次
い
で
、
死

亡
原
因
の
第
３
位
の
疾
患
で
す
。
実
は
、
肺

炎
で
亡
く
な
っ
た
人
の
95
％
は
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
食
べ
た
り
、
飲
み
込
ん
だ

り
と
い
う
口
腔
機
能
も
低
下
し
ま
す
。
飲
食

物
や
唾
液
が
誤
っ
て
気
管
に
入
る
こ
と
で
、

病
原
微
生
物
も
肺
に
入
り
、「
誤
嚥
性
肺
炎
」

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
肺
炎
」を
予
防
し
よ
う
！

①
予
防
接
種
で
病
原
微
生
物
へ
の
抵
抗
力
を

付
け
る
。

②
運
動
、
栄
養
、
休
養
に
気
を
配
り
免
疫
力

を
強
化
。

③
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
日
常
の
感
染
症
予
防
。

④
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
た
め
、
口
腔
内
を
清

潔
に
保
つ
。

＝
肺
炎
の
予
防
＝

病原微生物の
分　類 種　　類 特　　　徴

ウィルス
インフルエンザ
ウィルス 合併症で肺炎を起こす

ことがある
麻疹ウィルス

マイコプラズマ マイコプラズマ 若い人に多い

細　　菌
肺炎球菌 肺炎の半数を占め、

高齢者に多い

インフルエンザ菌
（Hib）

５歳未満の乳幼児の
肺炎に多い

  肺炎を起こす病原微生物（一例）

①アロマテラピー
と　き　12月６日㈮　10：00～11：30
内　容　『アロマで風邪予防』
準　備　材料費500円・タオル
申込み　11月29日㈮まで
　　　　先着15名で締め切ります。　

②ピラティス
と　き　12月13日㈮　10：00～11：30
内　容　『ピラティスで体をあたためる』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・
　　　　バスタオル・お茶
申込み　12月11日㈬まで　　
①②ともに会場および問合先は保健相談センター

（☎５２－７２９０）

元気アップ教室

　11月 8日は「いい歯の日」です。
お口の健康（衛生）に気を配るこ
とで、よく食べ、よく笑い、よく
話し、免疫力もアップし、肺炎予
防にも効果があります。

　産後の体力回復、気分転換に。お子さんと一緒に
参加できます。
対　象　産後１年未満の方　　　　　
と　き　11月22日㈮ 　13：30～15：00
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・
　　　　飲料など
　　　　抱っこひも・おんぶひも等、
　　　　お持ちの方はご持参ください
申込み　11月20日㈬ まで　　　　　
会場および問合先　保健相談センター
　　　　　　　　　（☎52－7290）

アフタービクスアフタービクス

ご
え
ん

かぜと肺炎の違い

　よいことはしっかり褒めて、叱るときには
子どもに分るように話しましょう。

　　（和木町母子保健推進協議会）

＊ 子育て中のパパ、ママへ ＊

「約束やきまりを守る心を
　　　　　　　育てましょう」
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行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

プレイルーム

すくすく計測・相談会

アフタービクス★

健康相談

献血

プレイルーム

プレイルーム

元気アップ教室★

健康相談

プレイルーム

元気アップ教室★

10：00～ 15：00

13：30～ 14：30

13：30～ 15：00

9：30～10：30

10：00～ 12：00

13：00～ 15：30

10：00～ 15：00

10：00～ 15：00

10：00～ 11：30

10：00～ 10：30

10：00～ 15：00

10：00～ 11：30

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

11月21日㈭

22日㈮

25日㈪

28日㈭

12月 5日㈭

6日㈮

11日㈬

12日㈭

13日㈮

　★は申込みが必要です。

乳幼児とその保護者の方

産後１年未満の方

一般の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

（11月18日～12月15日）

●作り方
①下準備
鶏ささみ…筋を取り、斜め２～３等分する。塩・こしょうをふ
り、片栗粉をまぶす。
かぼちゃ…ワタを取り、５㎜厚さのひと口大のくし型に切る。
たまねぎ…皮を除き、１㎝厚さのひと口大のくし型に切る。
パプリカ…１㎝幅に切る。
なす…皮に格子状の切れ目を入れる。縦半分に切り、３～４㎝
の長さに切る。
ⓐ…ボウルにあわせておく。
②油で揚げる
油を150度（低温）に熱し、かぼちゃ、たまねぎ、パプリカを揚げる。
最後になすと鶏ささみを揚げる。
④盛り付ける
熱いうちに、漬け汁に漬ける。味がしみたら、器に彩りよく盛る。

（１人分エネルギー214キロカロリー）

野菜がしっかり摂れるメニューです。だし汁の量は、調
節してください。

（和木町食生活改善推進協議会　５班）

鶏ささみ……………………240g
塩………………………小さじ1/6
こしょう……………………少々
片栗粉……………………大さじ1
かぼちゃ………………………80g
たまねぎ………………………80g
パプリカ(赤)…………………80g
パプリカ(黄)…………………80g
なす…………………………300g
揚げ油……………………… 適宜

野菜と鶏のマリネ（材料４人分）
11月

　赤唐辛子………………1本
　しょうゆ…………大さじ3
　みりん……………大さじ3
　米酢………………大さじ2
　だし汁………………350㎖

ⓐ

　山口県が行う乳がん、子宮がん等の女性特有
のがん予防のキャンペーンとして、岩国錦帯橋
空港がピンクのリボンのイルミネーションで飾
られた。
　和木町からも約80名が参加した。
　岩国駅から空港まで約２㎞を歩く予定だった
が、雨のため空港で待機し、ピンクリボンや早
目の検診を　等のメッセージカードをツリー
に飾り付けた。
　来賓が点灯スイッチを押すと中庭に美しいピ
ンクのリボンが輝き、歓声が上がった。その
後、がん撲滅の願いを込めたコンサートで締め
くくった。
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司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題

及
び
相
続
登
記
等
無
料
電
話
相
談
会

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

消
費
税
価
格
転
嫁
等

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で

困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
な

ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
お

応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面

接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
11
月
28
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場
　
所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
　
象
▼
幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
、
幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
▼
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
―
81
―
7
8
3
0
）

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上
の
事
由

ま
た
は
通
勤
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、
病
気

に
か
か
っ
た
り
、
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場

合
に
被
災
労
働
者
や
遺
族
を
保
護
す
る
た
め

必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

及
び
労
働
者
に
つ
い
て
雇
用
の
継
続
が
困
難

と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
、
労
働
者
の

生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
給
付
を
行

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
失
業
の
予
防
、
労
働

者
の
能
力
開
発
及
び
向
上
そ
の
他
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
（
☎
21
―
3
2
8
1
）

へ
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

の
沖
永
保
之
さ
ん
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
21
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
―
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

実
施
日
時
▼
11
月
2
日
㈯　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号
▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
―
0
0
3
―
8
2
1

相
談
内
容
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記
な
ど
の

相
続
問
題
で
お
困
り
の
方
に
、
手
続
の
ご

説
明
や
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹

介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
本
相
談
会
の
内
容
や
企
画
趣
旨
に
関
す
る

当
日
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
つ
ぎ
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

相
談
会
担
当　

石
丸

（
☎
0
8
3
4
―
32
―
9
8
6
1
）

日
　
時
▼
11
月
8
日
㈮　

9
時
30
分
〜
12
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
員
▼
岩
国
法
務
局
職
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
―
2
1
9
5
）

　

Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
等
で
お

困
り
の
方
は
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　

山
口
地
方
法
務
局
お
よ
び
山
口
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
又
は
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
と
い
っ
た
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
次
の
と

お
り
、
時
間
を
延
長
し
て
、
電
話
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。

実
施
期
間
▼
11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

受
付
時
間
▼
平
日　

8
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　

土
曜
・
日
曜
日　

10
時
〜
17
時

相
談
電
話
番
号
▼
全
国
統
一
番
号

0
5
7
0
―
0
7
0
―
8
1
0

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

（
☎
0
8
3
―
9
2
2
―
2
2
9
5
）

　

消
費
税
の
価
格
転
嫁
等
に
関
す
る
政
府
共

通
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
消
費
税
価
格
転
嫁

等
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

○
電
話
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）▼

0
5
7
0
―
2
0
0
―
1
2
3

　
受
付
時
間
▼
平
日　

9
時
〜
17
時

○
メ
ー
ル
▼
Ｈ
Ｐ
上
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.tenkasoudan.go.jp

　

総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

●
転
嫁
に
関
す
る
問
合
せ

●
広
告
・
宣
伝
に
関
す
る
問
合
せ

●
消
費
税
の
総
額
表
示
に
関
す
る
問
合
せ

●
便
乗
値
上
げ
に
関
す
る
問
合
せ

　

総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
に
関
し
て
、

法
令
等
の
考
え
方
を
回
答
す
る
ほ
か
、
転
嫁

拒
否
な
ど
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
に

違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、

相
談
者
の
意
向
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
担

当
省
庁
へ
通
知
し
ま
す
。

日
　
時
▼
12
月
10
日
㈫　

9
時
〜

場
　
所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場

内
　
容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
―
2
1
9
4
）

行

政

相

談

各
種
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所

面

接

相

談

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間

生

改

連

朝

市
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和
木
町
奨
学
生
募
集

「
教
師
の
日
」の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者

の
方
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ

て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
が
敬
老
金
給
付
手
続

き
の
た
め
、
お
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
▼
満
75
歳
以
上
の
方
（
昭
和
14
年
3

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
和
木

町
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

支
給
額
▼（
10
月
〜
平
成
26
年
3
月
分
）

　

75
歳
〜
80
歳
未
満
…
1
2
，0
0
0
円

　

80
歳
以
上
…
…
…
…
1
8
，0
0
0
円

支
払
方
法
▼
原
則
、
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

金
融
機
関
口
座
へ
の
振
込
み

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
―
2
1
9
5
）

　

会
員
に
な
っ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

対　

象
▼
町
内
に
在
住
し
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
方

年
会
費
▼
4
，0
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
）

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

○
屋
内
で
の
軽
作
業

○
大
工
仕
事
、
左
官
仕
事
、
塗
装

○
管
理
、
守
衛
、
宿
直

○
庭
木
剪
定
、
刈
込
み
、
消
毒

○
そ
の
他

　

詳
し
く
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
☎
53
―
8
0
5
5
）

税
を
考
え
る
週
間

年
末
調
整
説
明
会

敬
老
金
の
給
付
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

期　

間
▼
11
月
11
日
㈪
〜
17
日
㈰

●
税
の
無
料
相
談

日　

時
▼
11
月
12
日
㈫

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所
▼
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店　

2
Ｆ

相
談
員
▼
中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部

●
献
血
（
岩
国
法
人
会
協
賛
）

日　

時
▼
11
月
14
日
㈭

10
時
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
岩
国
税
務
署
駐
車
場

●
租
税
習
字
・
作
文
・
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

日　

時
▼
11
月
9
日
㈯
〜
17
日
㈰

場　

所
▼
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店　

２
Ｆ

●
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
（
岩
国
法
人
会
主
催
）

日　

時
▼
11
月
17
日
㈰　

11
時
〜
14
時

場　

所
▼
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店　

２
Ｆ

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
―
0
1
1
1
）

税
務
課
（
☎
52
―
2
1
9
3
）

　

事
前
に
郵
送
す
る
「
年
末
調
整
の
し
か

た
」
及
び
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」
な
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
岩
国
市
周
東
町
文
化
会
館

パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

日　

時
▼
11
月
20
日
㈬　

14
時
〜
16
時

■
岩
国
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

日　

時
▼
11
月
22
日
㈮　

14
時
〜
16
時

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
―
0
1
1
1
）

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
退
職
後
の
ゆ
と

り
あ
る
生
活
を
応
援
す
る
安
心
の
共
済
制
度

で
、
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
中
小
企
業
倒

産
防
止
共
済
制
度
の
愛
称
で
す
。
も
し
も
の

と
き
の
資
金
調
達
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

問
合
せ
▼
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

（
☎
0
5
0
―
5
5
4
1
―
7
1
7
1
）

【
募
集
開
始
】
平
成
26
年
3
月
1
日

【
貸
付
要
件
】

●
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・
大

学
院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修
学
校
生

●
学
業
優
秀
な
人

●
本
町
に
2
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

●
学
資
の
支
出
が
困
難
な
人

【
貸
付
金
額
】

※
い
ず
れ
も
1
名
当
た
り
の
月
額

●
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

　

国
公
立　

3
5
，0
0
0
円
以
内

　

私　

立　

4
2
，0
0
0
円
以
内

●
高
校
生

　

国
公
立　

1
3
，0
0
0
円
以
内

　

私　

立　

2
0
，0
0
0
円
以
内

●
高
等
専
門
学
校

　

国
公
私
立　

2
0
，0
0
0
円
以
内

●
専
修
学
校

　

専
門
課
程　

3
5
，0
0
0
円
以
内

　

高
等
課
程　

1
3
，0
0
0
円
以
内

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53
―
3
1
2
3
）

　

11
月
12
日
㈫
14
時
か
ら
、
和
木
町
文
化
会

館
で
、「
第
24
回
和
木
町
教
師
の
日
」
を
開

催
し
ま
す
。
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

学
習
発
表
や
生
徒
に
よ
る
恵
庭
市
と
の
交
流

訪
問
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

報
告
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
保
護
者
や
地

域
の
方
の
席
も
70
席
ほ
ど
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53
―
3
1
2
3
）

期　

間
▼
11
月
9
日
㈯
〜
15
日
㈮

全
国
統
一
標
語

　

消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

火
災
を
防
ぐ
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
絶
対
に
そ
の

場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
子
供
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
マ
ッ
チ
や
ラ

イ
タ
ー
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線

は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近

づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
放
火
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、
家
の
ま
わ
り

に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

12



平成 25年 10月分からの年金額の改定について

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます！

入院する場合は、連絡してください

〜重複受診はやめましょう〜

〜年末調整・確定申告まで大切に保管を！〜

　現在の年金額は、過去に物価が下落したにもかかわらず、年金額を据え置いたことで、本来の水準よりも
2.5％高い支給額となっています。
　平成24年の法改正で、平成25年10月、平成26年４月及び平成27年４月に段階的に特例水準を解消するこ
とにより、将来の受給者となる若い世代との公平を図ることになりました。
　このため、平成25年10月分以降として支払いする年金額は、４月から９月までの額から、1.0％の減額が
行われます。
　改定後の年金については、平成25年12月（10月分、11月分）からの支払いとなります。
　改定後の年金額は、年金額改定通知書で知らせます。年金額改定通知書は、年金振込通知書と一体となっ
たハガキで12月４日以降に日本年金機構から、順次、年金受給者に送付します。

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が必要になります。
○対　　象　平成25年１月１日～12月31日までに納めた保険料
○送付時期　①平成25年１月１日～９月30日までの間に、国民年金保険料を納付した方
　　　　　　　→11月上旬に送付予定。
　　　　　　②平成25年10月１日～12月31日までの間に今年初めて国民年金保険料を納付した方
　　　　　　　→平成26年２月上旬に送付予定。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付した場合も、納付した本人の社会保険料控除の申告に加えることが
できます。家族宛に送られた控除証明書を添付のうえ、申告してください。
問合せ　岩国年金事務所（☎24－2222）
　　　　保健福祉課（☎52－2195）

国民健康保険被保険者が医療機関に入院する場合交付する認定証は次のとおりです。

・認定証を提示することで、医療費は高額療養費の適用区分に応じた自己負担限度額までの支払いですみます。
・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養費）も軽減されます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院する場合は、必ず保健福祉課に連絡してください。
・国民健康保険料の滞納がある世帯の方には、交付できない場合があります。

重複受診とは
・同じ病気で複数の医療機関を受診することです。
重複受診をすると
・検査や注射、薬の重複により、副作用で体に負担をあたえてしまう可能性があります。
・初診料や検査料などが重複し、医療費の増加につながります。
重複受診を防ぐため
・かかりつけ医をもちましょう。
・専門医の診察が必要な場合は、かかりつけの医師に相談し、紹介してもらいましょう。
☆医療費は、皆さんの保険料でまかなわれています。
問合せ　保健福祉課（☎52－2195）

国保被保険者の方へ

限度額適用認定証
限度額適用・標準負担額減額認定証
必要ありません。（高齢受給者証のみ）
限度額適用・標準負担額減額認定証

課 税 世 帯
非課税世帯
課 税 世 帯
非課税世帯

70歳未満の方

70歳以上の方
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広
島
宮
島
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

第
10
回
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

第
28
回
高
水
杯
少
年
少
女

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
７
回
ウ
イ
ン
グ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
中

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ

優
勝
（
Ａ
級
）▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開
催
日
▼
9
月
13
日　

廿
日
市
小
学
校

優
勝
（
Ｃ
級
）▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開
催
日
▼
9
月
28
日

安
芸
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

優　

勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開
催
日
▼
10
月
8
日　

熊
毛
運
動
公
園

　

10
月
13
日
に
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
和
木
町
体
育
協
会
（
小
倉
常
雄
会

長
）
主
催
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

自
治
会
7
チ
ー
ム
約
80
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
小
倉
常
雄
会
長
が
、「
今

日
の
こ
の
大
会
を
楽
し
く
交
流
で
き
る
意
義

あ
る
大
会
に
し
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

試
合
で
は
、珍
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
な
ど
、

笑
い
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ー
ム
が
、優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
、

混
合
チ
ー
ム
が
17
ー
6
で
瀬
田
２
地
区
自
治

会
を
破
り
優
勝
し
た
。

　

体
育
協
会
で
は
、
毎
年
「
体
育
の
日
」
の

行
事
と
し
て
「
和
木
町
地
域
安
全
交
流
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

（
和
木
町
体
育
協
会
）

開
催
日
時
▼
11
月
27
日
㈬

　

9
時
17
分　

Ｏ
Ｕ
Ｔ
ス
タ
ー
ト

場　

所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

集
合
時
間
▼
8
時
45
分
（
マ
ス
タ
ー
室
前
）

プ
レ
ー
費
▼

　
（
セ
ル
フ
）　

9
，0
0
0
円

（
昼
食
１
品
・
カ
ー
ト
付
）

　
（
パ
ル
付
）
1
2
，5
0
0
円

（
昼
食
１
品
・
カ
ー
ト
付
）

※
ビ
ジ
タ
ー
通
常
料
金
で
す
が
、
優
待
券
を

ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

※
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
会
員
は
メ
ン
バ
ー
料

金
に
な
り
ま
す

参
加
費
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
及
び
賞
品
代
）▼

【
大
会
＋
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
】
5
，0
0
0
円

※【
大
会
】 

2
，0
0
0
円
＋【
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
】 

3
，0
0
0
円

※
参
加
費
は
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
プ
レ
ー
費
と

併
せ
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。

申
込
期
限
▼
11
月
19
日
（
火
）※
期
限
厳
守

※
申
込
多
数
の
場
合
、
先
着
24
名
ま
で

表　

彰
▼
成
績
表
及
び
入
賞
者
の
賞
品
は
、

体
育
協
会
事
務
局
で
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

●
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

日　

時
▼
11
月
27
日
㈬　

18
時

会　

場
▼
割
烹 

玉
川

申
込
先
▼
和
木
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

（　

52
ー
9
1
4
9
）

〈
結
果
〉

　

第
１
位　

混
合
チ
ー
ム
（
下
組
、中
灰
場
、

　
　
　
　
　

加
賀
開
、
背
戸
場
）

　

第
２
位　

瀬
田
２
地
区

後期バドミントン教室

受講生募集！

期　間　12月７日～３月８日
　　　　毎週土曜日９時30分～11時30分

場　所　体育センターアリーナ
対象者　小学校３年生以上
　※中学生以上は、保護者の同意が必要

定　員　20名程度
参加費　
　保険料：大人　　　　　１，９００円

　　　　　中学生以下　　　８５０円

※前期教室を受講された方は、必要ありま
せん。

　教材費：別途、開講後に集金します。

申込期限　11月20日（水）
※保険料を添えて、お申込ください。

申込・問合せ先　体育センター
（☎52－２８１１）
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第第第

回回回
161616

日　　時　平成26年１月13日（成人の日）

　　　　　開 会 式：午前10時

　　　　　スタート：午前10時30分

場　　所　和木ゴルフ倶楽部・蜂ヶ峯総合公園

申込期限　平成25年11月22日㈮　午後5時

部 門

10km 3,000円

3,000円

1,000円

1,000円

1,000円

1,000円

3,000円
3km

2km

1.5km

●一般男子（40歳未満）　
●年代別男子（40歳代・50歳代・60歳以上）
●一般女子（年齢制限なし）　

5km

●一般男子（40歳未満）　
●年代別男子（40歳代・50歳代・60歳以上）
●一般女子（年齢制限なし）

●中学生男子

●一般女子（年齢制限なし）

●中学生女子

●小学生男女（３～６年生）

●小学生男女（１・２年生）

参加料種　　　　　　　目

※年齢は、大会当日

【応募できる方】
　　中学生以上
【募集人数】
　　約200人（当日人数、前日は、若干名）
【内　容】
　　会場設営撤去・受付・コース誘導・選手整理等
【日　時】
　　平成26年１月12日（日）15時～
　　　　　　　　 13日（祝）８時～14時
【申込期限】平成25年11月22日（金）

町制施行 40周年記念大会

申込・問合せ　蜂ヶ峯クロスカントリー大会実行委員会事務局（体育センター内）
☎52－2811　 e-mail  taiku@town.waki.lg.jp

【
提
言
内
容
】

　

体
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

ぼ
く
は
、
よ
く
体
育
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
雨
が

ふ
る
と
雨
も
り
を
す
る
の
で
と
て
も
こ
わ
い

で
す
。

　

体
育
セ
ン
タ
ー
を
使
う
み
な
さ
ん
の
ケ
ガ

の
も
と
に
も
な
る
の
で
、
修
理
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　

ご
提
言
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
雨
も
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
に
、
雨
も
り

の
原
因
を
調
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
現
在
、
工
事

の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
完
了
予
定
は
、

12
月
下
旬
と
な
る
見
込
で
す
。
早
い
時
期

に
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
工
事
期
間
を
考
え
ま
す
と
梅
雨
や

炎
天
下
等
の
時
期
を
避
け
る
こ
と
を
考
慮

い
た
し
ま
し
た
。

　

工
事
が
長
期
間
と
な
り
、
建
物
の
周
辺

に
足
場
を
作
る
な
ど
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
、
快
適
に

ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
施
設
の
改

善
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 町

長
へ
の
提
言

町
長
へ
の
提
言
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〜 

み
ど
り
の
か
ぜ 

〜

公
民
館
講
座

公
民
館
活
動
認
定
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
興
味
あ
る
も
の
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　高齢者虐待は、誰もが直面する可能性が
ある問題です。

　こんな場合に高齢者虐待が起こりやすい
・高齢者に認知症がある
・介護の負担をひとりで抱えている
・夫婦のみ、高齢者と単身の子どもだけな
ど小規模家庭
・経済的に困窮している
・近所づきあいがない
・介護者に疾病や障害がある

　虐待防止は早期の対応が重要です。介護
保険や福祉サービスを利用し、近隣の人と
のつながりを持つことで、虐待を防ぐこと
ができます。高齢者の尊厳を守るためは、
地域全体で見守り、支えていく必要があり
ます。
　高齢者の心身の変化や家庭等身の回りの
状況、また地域で見聞きする情報等で気に
なることがあれば、地域包括支援センター
に連絡してください。
地域包括支援センター
　　　　　　　（☎52－2196）

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

活
動
日
▼
毎
月
第
２
水
曜
日
（
一
回
）

　
　
　
　

17
時
30
分
〜
約
１
時
間

　

美
香
先
生
の
手
本
を
参
考
に
、
指
導
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
花
を
飾
り
付
け
ま
す
。

中
に
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
の
我
流
で
進
め
る
人

も
。
子
ど
も
か
ら
熟
女
ま
で
、
男
女
、
国
籍
、

性
格
を
問
わ
ず
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
約
一
時
間
後

に
は
、「
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
」
作
品

が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
が
挨
拶
の
号
礼
係
と
会
費
の
集
金

係
、
み
ん
な
が
片
付
け
係
を
担
当
し
、
わ
き
あ

い
あ
い
の
中
に
も
節
度
あ
る
講
座
で
す
。
ま
ず

は
、
見
学
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
8
日
か
ら
、
美
術
館
で
文
化
祭
の
展
示

を
行
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
芸
能
祭

日
　
時
▼
11
月
10
日
㈰

　
　
　

式　

典　

12
時
30
分
〜

　
　
　

芸
能
祭　

13
時
〜

会
　
場
▼
文
化
会
館

出
演
団
体
（
出
演
順
）

○
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会
「
赤
と
ん
ぼ
」

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

○
和
木
町
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ

○
和
木
紅
鴉

○
馨
風
流
吟
剣
詩
舞
道

○
社
交
ダ
ン
ス
和
木
水
曜
会

○
民
謡
か
お
り
会

○
公
民
館
民
踊
部

○
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
和
木

○
邦
楽 

桃
の
会

○
日
本
舞
踊

○
民
踊
教
室
関
ヶ
浜
分
館 

ひ
ま
わ
り

○
ナ
ニ
・
モ
ハ
ラ

○
不
二
心
流
吟
道
会

○
大
正
琴
（
琴
伝
流
）

○
ピ
ア
ノ

○
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

○
四
境
太
鼓

○
ナ
メ
ア　

フ
ラ　

オ　

イ
カ
ラ 

イ

○
民
踊
す
み
れ
会

○
和
木
マ
ン
ド
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

○
和
木
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
教
室

主
　
催
▼
和
木
町
文
化
協
会

後
　
援
▼
和
木
町
・
和
木
町
教
育
委
員
会

●
展
示
会

　

絵
画
の
部
が
10
月
17
日
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

会
　
場
▼
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ（
和
木
美
術
館
）

●
11
月
8
日
㈮
〜
11
月
10
日
㈰

　

○
池
坊

　

○
専
心
池
坊

　

○
華
道
草
月
流

　

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

●
11
月
10
日
㈰
　
10
時
〜
15
時

　

○
専
心
小
笠
原
流
煎
茶

●
11
月
14
日
㈭
〜
11
月
17
日
㈰

　

○
和
木
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

　

○
手
芸
造
花
教
室

　

○
あ
ざ
み
の
会

問
合
せ
▼
文
化
協
会

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

2013
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な

ぼ
ら

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
　納期限は12月2日㈪です。

問合せ ▼税務課（

9・10 月分
　11月分
5 期分
5 期分
5 期分

上下水道使用料
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
�
バ
�
で
は
�
手

づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
�

※
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
�
バ
�
は
�
障
害

を
持
�
た
方
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済

的
な
自
立
を
促
し
�
障
害
者
の
社
会
参

加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
�

日
　
時
▼
11
月
13
日
㈬
　
15
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
�

・・・・・・・・・・・・　　・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

夜
明
け
前
窓
に
さ
し
込
む
月
明
か
り

　
　

そ
の
輝
き
に
今
日
が
始
ま
る

新
築
の
校
舎
の
上
に
月
の
ぼ
り

　
　

小
瀬
川
の
ボ
ラ
満
ち
潮
に
跳
ぶ

長
月
の
肌
ふ
く
風
の
や
わ
ら
ぎ
て

　
　

猛
暑
の
汗
を
な
つ
か
し
み
お
り

笑
い
ヨ
ガ
教
え
て
も
ら
い
こ
こ
ろ
和
ぐ

　
　

明
る
く
生
き
よ
う
私
の
歳
月

窓
た
た
く
は
げ
し
き
雨
は
遠
の
き
て

　
　

す
す
き
色
の
風
庭
を
よ
ぎ
り
ぬ

人
住
ま
ぬ
古
家
に
咲
き
満
つ
曼
珠
沙
華

桧
積
む
木
地
師
の
庭
や
月
今
宵

秋
日
和
お
宮
参
り
の
赤
ん
坊

ち
ち
ち
鳴
く
湯
船
に
浸
り
灯
り
消
す

名
月
の
晴
れ
渡
り
た
る
一
夜
か
な

鯔
跳
ね
て
三
度
飛
び
跳
ね
遡
る

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

を
強
引
に
送
り
つ
け
ら
れ
る
と
い
う

相
談
に
、
新
し
い
手
口
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
以
前
は
、
代
金
引
換
の
宅

配
便
等
で
送
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
商

品
と
一
緒
に
現
金
書
留
封
筒
を
送
り

つ
け
、
後
日
、
電
話
で
代
金
を
郵
送

す
る
よ
う
に
指
示
す
る
手
口
が
見
ら

れ
ま
す
。
業
者
か
ら
脅
す
よ
う
な
口

調
で
支
払
い
を
迫
ら
れ
た
場
合
で

も
、
購
入
す
る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば

き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
、
注
文
し
た
覚

え
の
な
い
商
品
は
受
け
取
り
を
拒
否

す
る
こ
と
、
そ
し
て
絶
対
お
金
を
払

わ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

と
は
言
え
、
突
然
の
電
話
や
厳
し

い
口
調
を
聞
く
と
気
が
動
転
す
る
も

の
で
す
。
そ
ん
な
時
は
一
度
深
呼
吸

し
、
気
持
ち
を
落
ち
着
け
て
、
ま
ず

左
記
の
問
合
せ
先
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
悪
質
な
詐
欺
業
者
に
は
絶
対

に
承
諾
せ
ず
断
っ
て
く
だ
さ
い
。
私

た
ち
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

し
ま
す
。

【
相
談
】

　

数
日
前
、「
以
前
注
文
を
受
け
た

健
康
食
品
を
送
る
」
と
突
然
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。
一
旦
断
っ
た
が
、

「
注
文
時
の
録
音
も
あ
る
。
裁
判
に

か
け
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
仕
方
な

く
承
諾
し
た
と
こ
ろ
、
昨
日
商
品
が

届
き
、
中
に
は
こ
ち
ら
の
名
前
や
商

品
の
代
金
５
万
円
が
既
に
記
入
さ
れ

た
現
金
書
留
封
筒
が
同
封
さ
れ
て
い

た
。
ど
う
考
え
て
も
注
文
し
て
い
な

い
の
で
断
り
た
い
。 

【
処
理
】

　

電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
断
り
き
れ
ず

に
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

期
間
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
る
と
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

注
文
し
た
覚
え
の
な
い
健
康
食
品

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 100

問
合
せ
先
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
暮
ら
し
の
安
心
推
進
員

　

藤
本　

亮
恵（
☎
53
ー
2
6
7
5
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

（
10
月
句
会
）

神
園　

静
美

竹
次　

兼
俊

向
田
登
美
子

森
本　

初
子

灰
岡　

裕
美

半
世
紀　

校
舎
変
わ
れ
ど
和
木
小
の

　
　

校
歌
は
今
も
〈
維
新
の
光
〉　
　
　
　
横
川
美
代
子

ml
献
血

400

　

献
血
は
、
患
者

さ
ん
の
生
命
を
守

る
愛
の
活
動
で

す
。
現
在
、
全
国

的
に
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
25
日
㈪

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
30
分

会
場
・
問
合
せ
▼

　
　
　
　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
52
ー
7
2
9
0
）
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　今年も残すところ２ヶ月となりました。年末にかけて大量のごみが出る時期です。特に粗大ごみは、
月１回の収集ですので、出せるものは、早めに出すようにしましょう！また、「直接個人搬入」は、役場
窓口が開いている日にしか搬入できませんので、お間違いのないようにお願いいたします。

問合せ　住民サービス課　☎52－21 9 4

１　収集日の前日 16 時までに、役場へ電話で申し込んでください。
　　（役場開庁日の８時 30 分から 17 時 15 分まで。）
２　申込時に、名前・住所・電話番号・品物名・出す場所をお伺いし、受付番号を申し上げます。
　　（受付番号は収集券に記入してください。）
３　手数料分の収集券を貼り、８時 30 分までに申し込み時の場所に出してください。

１　搬入できるごみは、「金属・不燃ごみ」・「粗大ごみ」（有料）、「埋立てごみ」・「剪定ごみ」（無料）です。
２　搬入したいごみを車に積んで役場窓口で受付してください。受付時間は、役場開庁日の８時30分
から 16時までです。

３　持ち込まれるごみを確認させていただきます。持ち込みができないごみがある場合は、その場でお
断りいたします。

４　指定の手数料をお支払いいただきますと、許可証をお渡ししますので「和木町
　クリーンセンター」へ運んでください。
５　クリーンセンターでは、管理者の指示に従ってください。
※詳しくは、「和木町家庭ごみ収集カレンダー」でご確認ください。

年末の大掃除はお早めに！

西﨑さん宅のグリーンカーテン

粗大ごみ戸別収集の申込方法

直接個人搬入の方法

　秋の深まりを感じるさわやかな季節となりました。この夏を振り返ってみると、今年も「酷暑」という

文字がぴったりの厳しい暑さでしたね。

　さて、和木町快適環境まちづくり町民会議では、家庭でできる身近な地球温暖化対策の一環として「和

木町緑のカーテンコンテスト」を実施し、７件の応募をいただきました。応募者の皆さんからは「カーテ

ン設置により室内温度が下がり、クーラーの使用が抑えられた」「緑の葉に涼を感じることができた」「収

穫したゴーヤの実が食卓にのぼった」等の報告をいただき、カーテンの設置効果を実感していました。

審査は町民会議委員により行い、次の方々が入賞しました。おめでとうございます。

　応募していただきました皆さん、どうもありがとうございま

した。来夏以降もぜひカーテンづくりを続け、「家庭でできる

身近な地球温暖化対策」を推進していただきますよう、お願い

します。

最優秀賞　西﨑節子さん（瀬田１丁目）
優 秀 賞　谷鶴敏之さん（瀬田２丁目）
　　　　　山本邦雄さん（和木１丁目）
　　　　　米元　勝さん（和木１丁目）

和木町緑のカーテンコンテストの結果のお知らせ和木町緑のカーテンコンテストの結果のお知らせ

せんてい
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4
21

44
96

144
151

182
263

151
160

237
210

235
215
198
198
188

163
167

220

3 5
19

68
86

157
175

198
196

214
214

172
159

227
212

199
186

129
153

141
180
193

男　3,250人
（－4）

女　3,283人
（＋10）

平成25年10月1日現在
総人口　6,533人

世帯数　2,788世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（＋6）

（＋2）

100 200100200 00

開
港
１
周
年

開
港
１
周
年

開
港
１
周
年

祝岩国→東京（羽田）
岩国発
7：30
11：20
16：10
20：00

9：00
12：50
17：40
21：30

8：55
13：30
17：35
19：45

10：45
15：20
19：25
21：30

岩国着

東京着

東京発
東京（羽田）→岩国

　

12
月
13
日
に
岩
国
錦
帯
橋
空
港
が
開
港
し
て
1
周
年

を
迎
え
ま
す
。
1
年
間
の
搭
乗
者
数
は
35
万
人
を
超
え

る
見
込
み
で
す
。

　

12
月
14
日
に
は
開
港
1
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に
行

う
予
定
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
岩
国
錦
帯
橋
空
港
発
着
便
の
ダ
イ
ヤ
が
10
月

27
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
親
子
同
士
、
子
ど
も
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

対
　
象
▼
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

日
　
時
▼
11
月
19
日
※
毎
月
第
３
火
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所
▼
和
木
２
丁
目
第
３
集
会
所
（
山
の
手
集
会
所
）

参
加
費
▼
１
０
０
円
（
１
家
族
に
つ
き
）

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

姉
妹
都
市
「
恵
庭
市
」
だ
よ
り

〜
親
子
で
遊
び
、
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

恵
庭
市
で
は
和
木
よ
り
約
1
月
早
い
10
月
の
中
旬
に
は
紅

葉
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。
白
扇
の
滝
（
上
の
写
真
）
は
恵
庭

の
市
街
地
か
ら
西
に
約
15
㎞
の
場
所
に
あ
り
、
休
日
に
は
近

く
の
公
園
（
下
の
写
真
）
に
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、
秋
の

風
景
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　

（
写
真
提
供　

恵
庭
市
広
報
課
）

は
く
せ
ん
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